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よ鞭よい煙利な憲勲

　
市
は
、
昨
年
十
月
に
行
財
政
の
合
理
化
、
効
率
化
を

目
指
す
白
石
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
こ
れ
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
本
年
四
月
一
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

行
革
大
綱
に
基
づ
い
て
推
進
す
る
機
構
改
革
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
幽
課
の
統
合

　
　
市
長
の
事
務
部
局
て
は
、
従
釆

　
の
「
緑
険
課
」
と
「
衝
生
課
乞

　
続
合
し
て
「
保
健
衛
生
課
』
と
し

　
て
7
タ
ー
ト
し
ま
す

▽
保
健
衛
生
課
の
所
管
す
る
事
務
は
、

従
来
の
衛
生
課
で
、
粗
当
し
で
、
士
、
－
た

事
務
の
ほ
か
、
新
し
，
・
国
民
健
康

保
険
税
を
除
，
、
「
国
民
健
康
保
険

事
業
（
国
民
健
康
保
険
者
証
の
発

行
及
び
検
認
・
保
険
の
給
付
な
と
こ
、

社
会
福
祉
事
務
所
か
ら
「
老
左
保

健
医
庫
給
付
事
務
」

　
費
負
付
事
務
」
等
者
．
移
管
し
、
市

　
民
の
医
寮
と
保
健
事
業
の
窓
口
浄
一

　
一
本
化
し
、
皆
さ
ん
に
対
す
る
号

　
1
し
ワ
，
の
向
L
に
奴
力
幽
る
二
と
に

　
f
マ
ま
ー
義
ノ
｝
．
．

　
♪
．
！
虐
し
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
資
惰
得
喪
・
保
険
者
証
の

交
付
、
助
産
費
、
葬
祭
費
の
支
給

な
ど
は
、
従
来
ど
お
り
「
市
民
課
」

　
で
］
仔
い
ま
す
、
な
お
、
　
「
保
健
御
衛

生
課
」
の
場
所
は
、
市
役
所
隣
の

健
康
桑
一
尋
－
内
に
設
置
さ
れ
ま

す
．
、

7
保
険
課
か
ら
税
務
課
に
移
管
す
る

事
務
は
「
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
・
徴
収
」
な
レ
」
保
険
税
に
関
＋

　
る
事
務
で
、
四
月
一
目
か
以
・
税
務

　
果
か
空
口
と
な
り
ま
す
．
，
係
名
は

　
「
国
民
健
康
保
険
税
係
」
と
な
り

　
ま
す
，
．

命
出
張
所
の
機
構
及
ひ
所
掌
事
務
か

　
改
善
さ
れ
、
従
来
の
出
張
所
を
廃

　
止
し
、
新
た
に
事
務
連
絡
所
か
設

　
置
さ
れ
ま
す
．
分
室
は
廃
止
，

7
各
種
届
け
は
、
市
民
課
雲
い
口
に
な

　
り
ま
す

　
市
民
課
窓
n
で
は
、
二
れ
ま
r
、

　
蕎
拙
張
所
で
、
取
り
扱
「
て
わ
り
ま

　
し
た
戸
籍
属
、
任
民
異
動
届
、
印

鰭
豆
針
、
　
　
　
　
、
国
民
年
金

事
務
及
ひ
助
産
費
、
葬
祭
費
支
ソ
一
伽

を
い

っ
さ
い
‡
庁
舎
－

、
取
り
級
う

　
二
と
に
な
り
ま
す
．
．

［
事
務
連
恥
所
で
ぱ
、
戸
管
胎
抄
‡
、

往
民
票
写
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
三

猛
緬
の
各
証
明
事
務
ガ
、
本
庁
よ

　
り
フ
ァ
』
／
ε
ミ
リ
キ
一
も
、
「
、

　
さ
れ
交
付
か
な
さ
れ
ま
す
．

▽
社
会
福
阯
事
務
所
関
係

　
臼
石
市
営
授
産
所
を
廃
止
し
、

福
祉
伶
業
所
や
ま
・
、
す
・
・
園
を
設
置

　
し
ま
す
。
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
生

　
活
保
讃
法
に
よ
り
設
置
し
で
お
り

　
ま
し
た
市
営
授
産
所
を
廃
止
し
て
、

　
そ
の
あ
と
に
福
祉
作
業
所
『
や
ま

　
ぶ
占
、
薗
』
を
設
置
し
、
雇
用
さ
れ

　
る
二
と
う
困
難
な
住
宅
の
精
神
薄

弱
等
心
身
に
障
害
の
あ
る
、
与
ち
、
に

　
対
し
て
生
活
訓
練
及
ひ
授
産
指
導

　
’
τ
「
自
プ
ロ
漸
叩
心
身
咄
厚
堂
口
旧
㌦
出
同
虚
眠
ヘ
コ
」

　
に
厘
属
呂
瞥
営
埋
を
委
託
し
で
∴
仔
う
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
ま
声
、
、
四
月
一
日
か
ら
移
動
ア
．

　
入
旧
事
翰
兼
は
、
「
八
官
緊
壮
」
　
に
乗
女
託
し

　
て
行
う
二
≧
に
な
り
ま
す

團
係
の
統
合
に
つ
い
て

　
　
市
て
は
、
計
内
係
・
靴
含
＋
三
、

　
た
め
、
課
内
係
ゐ
連
絡
体
制
の
、
確

　
立
を
図
り
、
事
務
凸
業
務
担
当
範

　
囲
浄
曽
拡
ヂ
、
し
、
効
率
的
陀
民
升
ー

　
ヒ
ス
を
曽
推
し
進
ぬ
て
い
シ
、
・
ま
す
二

係の市
　係長
統か事
台ら務
r
－ 7部
て係局
1
，

亀　一’』ノ

き械は
まら
†1一従
　　’辛
　431，乃
　　ゐ5F

　
　
　
　
　
　
　
り
・
覇
皿
部
敢

　
　
　
　
　
　
　
’
‘
ダ
ろ
・
単
寧
甲

　
教
育
委
員
会
は
、
四
目
一
日
か

　
ら
従
平
の
三
課
　
　
　
　
、
掌
柁

教
育
課
、
社
会
教
育
課
》
を
［
止

　
し
、
三
つ
の
係
が
設
置
さ
れ
ま
す
．

係
名
は
、
体
　
　
　
学
務
係
、
社

会
教
育
係
で
、
す
．
．

［
．
市
長
部
局
よ
り
教
育
委
員
会
事
務

局
に
移
管
す
る
施
設
．

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
働
、
，
婦
へ

　
の
家

［
教
申
再
械
関
に
つ
い
r
、

　
チ
．
平
、
福
岡
、
深
い
、
・
公
民
館
の

　
ケ
曾
朗
に
肯
他
駐
す
る
担
当
職
員
を
一
発

　
診
し
、
7
．
の
他
の
地
区
公
民
館
の

　
職
員
は
、
連
希
所
職
員
併
任
と
な

　
q
ま
す
，

　
祉
会
教
詣
肩
活
動
の
売
て
口
中
・
車
．
公

　
民
鎗
は
、
蕎
地
「
公
民
蟷
活
動
の

推
進
、
応
援
態
与
キ
．
確
、
並
し
、
事

　
務
塵
冨
の
強
化
が
口
ら
れ
ま
ず
．
．

　
　
　
　
　
　
勲
謀
．
、

り
盛

行政事務機構改革
　
　
　
　
　
　
繍
■
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・
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野『
と
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秘書企画課　秘書係　 尺事係　企画係　統，謂系

総務課L露矛、、、重黛講繍灘，，募～尺事矛苓、璽孝計，，斤．r，，1，事予箸，車イ、∫，戸，『．

　　　　　　　　小原事務連給所

管財言果r二轍諏緊鷺一　琴約係
孝見　　　　牽勢　　　　言果　　　　昌丁里荏定耳マ係　　　　汗f民弔党係　　　　1園定資産穆惹f系一一一国民f建1｝費1呆1∫黄看亮f系

農林課旧務係農政係一 一林務係一 一畜産係農林土オく係地手喜調査係

商工観光課　 商工係　 醐光係

保健衛生課一一総務停一一一保健指厚係一一 国民健康保険係一一環境衛生係

市民課所，，係市民係国民年金係

建設課 総務係土可て1系道路管理係建柴係1主宅係
都市計画課　総務停　一公同緑地係　工務係　補償係

下水道課　総務係一工務係　施設管理係
簡易水道管理室　　｛，い］舌係一一施設係

社会福祉事務所　　総務停　　福祉係　　保謹係一一一保育係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　束保育圃・西保育園・南保育圓・北保育園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越モ可保育『園・大鷹沢保育園・rr川保盲τ「司
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会　　　　　言十　　　　言果一　　　r坐円…内壽査f系

水道事業所　総務係　給水係　施設係 　ホンワ場

議　　　　　会　　事務局　　総務停　　1，，、事係一一調査係

選挙管理委員会　　事筋局　　総務係　　選挙係

教育委員会　事務局1総務係　学務係　社会教育係

　　　　　　　　　　　　i嚇lili

　　　　　　　　糠∴　　欝、醜幣副
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一
一
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塵業委員会熟　魏係藻環5警飛諏緊
騨難萎蚕鶏　　　　補灘1分』二～』＿、く㌦～

白
石
市
事
務
分
掌
改
正
図
（
昭
和
六
十
㎜
年
四
月
㎜
日
施
行
予
定
）
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市の窓口あんない

市
長

助役

収　　入

固定資産評価員

5

議会事務局

選挙管理委員会

秘書企画課　市長や助役の秘書、　　　　　　　　　　　、総合計画の策定、土地

　　　　　　　利用計画各種の統計調査などの1士事をします。

　　　　　　　　絡所、小原事務連絡所）

管　　財　　課　市有財産・施設の管理、契約・購入債査なLの仕事をします。

税　　務　　課　市税や国民健康保険税及び諸税の賦課・徴収などの仕事をします。

農　　林　　課　農林・水産・畜産業と関連土木工事、地籍調査などの仕事をします、

商工観光課　商工労働の指導や融資相談・観光などの仕事を1、ます。

保健衛生課　住民の各種健康診査や予防接種の実施、保健指導や保健栄養教室など

　　　　　　　の開催、国民健康保険・老入保健医療の給付、ゴミ・し尿処理、公害

　　　　　　　問題などの仕事をします。

市民課戸籍や、住民基本台帳、各種登録や証明、住居表示に関することや市

　　　　　　　民生活一般の相談、国民年金などの仕事をします。

建　　設　　課　道路・橋の設計や維持管理、建築工事の設計・施工・監督、市営住宅

　　　　　　　などの仕事をします。

都市計画課　都市計画に関すること、都市公園や緑地の設置と維持・管理などの仕

　　　　　　　事をします。

下　水　道　課　公共下水道に関する事業計画・工事・維持管理などの仕事をします。

簡易水道管理室　水質保全、水道料金、生活用水の供給の仕事をします。

社会福祉事務所　生活保護、児童福祉、母子福祉、身障者・精薄者福祉、老人福祉、保

　　　　　　　育園、恩給などの仕事をします。

　役

会計課現金の出納・保管・出納審査などの仕事をします。

　　　土地、建物の償却、資産の評価などの仕事をします。

水道事業所水質保全、水道料金、広域水道計画など、生活用水の供給の仕事をします。

　　　議会の儀式・交際・会議の議事日程作成、請願・陳情の受付、各委員会・会議録

　　　の調整・編さんなどの仕事をします。

　　　国会議員・知事・県議会議員・市長・市議会議員など、各種の選挙の管理・執行

　　　のf士事をしまオ『。

昭和61年4月1日施行

　　交際、儀礼、職員のへ事

　　　　　　　　　　　　　　教育、ユネスコ社会教育施設の管理などの仕事をします。

農業委員会事務局　農業振興計画、農家の育成、農業者年金、農地法に関することなどの仕事をします。

監査委員会事務局　市の仕事が効率よく行われているかどうかを調ぺ、指摘、報告をします。

公平委員会事務局　地方公務員法の完全な実施を確保するための委員会の議事の仕事をします。

市庁舎あんない

塵ヨ蜘
舎庁市

玄○関

・
半

車　庫

慶
市
庁
舎
の
配
置
が
か
わ
り
ま
す

▽
一
階
で
は
、
保
険
課
が
廃
止
さ
れ

　
た
場
所
と
選
管
へ
健
康
セ
ン
ダ
ー

　
ヘ
の
移
動
に
伴
う
）
に
か
わ
り
、
社

　
会
福
祉
事
務
所
・
社
会
福
祉
協
議

　
会
が
東
側
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

▽
二
階
で
は
、
下
水
道
課
と
建
設
課

　
を
入
れ
替
え
、
商
工
観
光
課
が
三

　
階
・
へ
配
置
さ
れ
、
農
林
課
の
事
務

　
ス
ヘ
ー
ス
が
拡
大
さ
れ
ま
す
、
．
．

▽
三
階
で
は
、
市
長
室
隣
の
従
釆
の

　
管
財
課
へ
商
工
観
光
課
が
配
置
さ

　
れ
、
管
財
課
は
、
東
側
に
移
行
し

　
た
配
置
と
な
り
ま
す
。

駆
健
康
セ
ン
タ
ー
の
配
置

　
健
康
セ
｝
ダ
ー
一
階
の
配
置
は
、

　
従
来
の
社
会
福
祉
事
務
所
・
社
会

　
福
祉
協
議
会
が
市
庁
舎
一
階
に
移

　
動
す
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
「
保

　
健
衛
生
課
」
と
選
挙
管
理
委
員
会

　
が
配
置
さ
れ
ま
す
．
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農
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会
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農
林
課

、
第
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室
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都
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計
画
課
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市役所に連絡するとき………5－2111
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偉F
収
入
役
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会
　
計
　
課

銀
　
　
　
行

「
消
費
生
活
相
談
室

一
市
民
相
談
室

一
社
会
福
祉
協
議
芸

社
会
福
祉
事
務
所
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欠
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里
不

F
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マ
丁
　
　
　
雪
R

市
　
民
　
課

♂ぐ電言言をつなきます。

「
｛
4



／
〆
ぽ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

⑧
＼
＼

（
購
）
東
北
ア
ツ
ギ
㈱
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
郡
山
字
西
堀
3
5
の
健
番
地

市

長

誌

し
て
、
テ
レ
ト
ビ
ア
指
定
地
域
と
な
一

り
、
米
沢
を
中
心
と
し
た
二
市
二
町
～

は
「
農
業
ε
振
皿
、
先
端
技
術
の
揃
苧
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

入
、
地
域
振
興
」
を
目
指
し
一

、
テ
し
｝

ト
ビ
ア
を
進
め
て
宏
、
．
、
　
　
｛

　
ゲ
リ
」
、
・
ト
ヒ
ア
は
、
前
年
度
に
主
上

国
で
十
五
地
域
が
指
定
き
、
れ
る
、
，
種
み
、
）

間
題
は
あ
ろ
う
が
、
二
の
研
究
会
か
ぜ
｝

ひ
実
り
多
い
も
の
に
な
っ
で
．
ほ
し
い
吃
　
ぜ

6
日
園
～
7
日
團
　
自
治
省
等
に
陳
情
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
6
日
午
後
か
ら
上
京
し
、
一
ノ
関
が

・
中
新
田
・
白
石
線
の
国
適
罫
格
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

陳
情
の
後
の
懇
親
会
に
出
席
す
る
。
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

遠
藤
要
先
生
の
ご
紹
介
で
萩
原
道
路
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

局
長
以
下
か
出
席
す
る
。
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
翌
日
、
自
治
省
に
赴
き
特
別
地
方
］

交
付
税
に
つ
き
特
段
の
二
配
慮
を
お
』

願
い
す
る
．

何
せ
、
6
日
の
午
前
中
｝

予
皆
昇
太
皇
疋
で
、
ニ
ノ
千
も
升
ノ
千
も
い
一

か
ず
、
頭
キ
一
か
か
え
て
い
た
直
後
な
｝

の
で
、
こ
と
に
熱
が
入
る
．
、
　
　
　
一

20

日
困
　
朗
報
が
入
る

　
広
域
的
に
陣
情
を
行
っ
て
い
た
宮
・

城
蔵
王
リ
ソ
ー
ト
地
区
基
‡
計
画
乃
△

び
仙
南
広
域
農
道
の
調
査
費
、
に
つ
い
｝

て
、
山
木
知
事
は
、
昭
和
田
年
度
の
’

当
初
予
算
に
計
上
し
、
県
議
会
に
提
㌧

案
寸
る
予
定
で
あ
る
旨
連
絡
が
あ
っ
一

た
．
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
県
、
市
、
町
、
民
間
一
体
と
な
っ
．

て
、
争
後
二
の
事
業
に
取
り
組
む
決
・

音
心
を
か
た
め
る
．
、

6

　
「
よ
り
ょ
〔
、
型
品
を
よ
り
安
；
、
す

『
て
の
女
性
に
」
を
経
営
目
標
に
、
寧
、

用
む
し
ゃ
れ
製
品
の
大
衆
化
と
向
上

を
目
指
す
厚
木
ナ
で
ロ
）
工
業
㈱
（
本

社
・
神
奈
川
県
、
堀
仔
助
社
長
）
の

基
幹
工
場
「
東
北
ア
ツ
ギ
㈱
白
石
工

場
」
〔
従
業
員
三
二
二
名
）
は
、
市
に

と
っ
て
四
番
目
の
誘
致
企
業
で
す
。

　
白
石
工
場
は
、
昭
和
四
十
四
年
操

業
を
開
始
し
て
以
来
、
ズ
リ
ヤ
ス
肌

着
や
夕
r
ツ
な
ど
品
質
の
優
れ
た
製

品
を
製
造
し
て
い
ま
す
．
．
ア
ツ
ギ
ナ

｛
ロ
ン
白
石
工
場
と
い
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
淵

　　　　　　　　　触雍、

　　　　　一嬉一

慧麟麺聾騨
’フ

饗磯難無象

、
キ
ち
と
い
う
f
κ
I
f
で
す
が
、
・

昭
和
四
十
九
年
頃
か
ら
、
自
石
川
の

良
質
’
ド
、
豊
か
な
水
を
利
用
し
て
、
主
・

に
メ
リ
ヤ
ス
な
ど
の
染
色
加
工
や
原

糸
の
特
殊
加
工
を
行
い
、
ソ
ソ
サ
ァ

閾
係
製
品
の
生
産
拡
大
の
基
盤
と
し
｝

’
－
、
機
能
し
て
い
ま
す
．
、
「
現
在
、
自

石
工
場
は
機
械
操
置
的
、
技
術
的
な
』

仕
事
を
受
け
持
ち
、
労
働
集
約
的
な
“

仕
事
は
、
西
小
原
タ
f
ツ
掬
を
は
じ

め
．
と
す
る
周
辺
の
衛
星
工
場
に
ま
か
一

せ
て
い
ま
す
」
と
乾
工
場
長
．
、

　
ア
ツ
キ
ナ
・
宰
ロ
ン
の
製
品
の
特
徴
［

は
、
ソ
フ
ト
で
伸
縮
性
と
強
き
を
兼

ね
備
え
た
力
一
；
、
几
な
サ
ホ
ー
テ
f

商
品
。
八
0
年
代
の
衣
料
文
化
に
大
｝

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
．

　
社
内
で
は
、
女
子
従
業
員
（
一
九
七

名
）
を
対
象
に
教
養
学
院
が
開
設
さ

れ
、
洋
裁
、
和
裁
な
ど
花
嫁
修
業
！
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
サ
ー
ヶ
ル
活
動
や

親
睦
会
な
ど
も
活
発
な
よ
う
で
す
．
、
．

ま
た
自
分
の
誕
生
日
に
休
め
る
誕
生
・

日
休
日
を
設
定
す
る
と
い
ろ
ユ
ニ
ー
、

ヶ
な
一
面
を
も
つ
ア
ツ
キ
ナ
r
ロ
・
㌔

　
明
る
い
雰
囲
気
の
職
場
づ
ー
り
と
・

と
も
に
高
晶
質
、
機
能
的
な
商
品
を
、

よ
り
安
，
、
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
－
月

・
．
2
1
日
㈹
　
県
知
事
に
面
会

｝
　
第
一
は
蔵
王
を
中
心
と
し
た
広
域

［
観
光
推
進
の
た
め
、
県
が
f
ニ
シ
ア

ニ
ナ
ワ
を
と
っ
て
蔵
王
山
麓
を
と
り
ま

一
，
、
白
石
市
、
蔵
王
町
、
川
崎
町
、
七

．
ヶ
宿
町
を
含
め
た
宮
城
蔵
王
リ
ゾ
ー

’
ト
地
区
基
本
計
画
の
予
算
化
を
お
願

曽
い
す
る
．
．
第
二
は
仙
南
広
域
，
農
道
の

．
調
査
費
を
つ
け
て
い
た
だ
、
・
た
め
の

　
お
願
い
で
あ
る
．
．
リ
ゾ
ー
ト
地
区
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
知
事
は
「
単

一
に
一
市
町
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
に

r
手
を
と
り
あ
っ
て
二
れ
を
進
め
る
こ

一
と
は
ま
こ
と
に
い
い
こ
と
で
あ
る
、
．

い
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
方
も
こ
れ
を
進
め
る

．
よ
う
に
」
と
の
積
極
的
な
意
志
を
示

・
さ
れ
た
。
仙
南
広
域
農
道
に
つ
い
て

は
、
調
査
費
そ
の
も
の
よ
り
も
こ
の

・
事
業
が
百
億
と
い
う
膨
大
な
事
業
費

に
な
る
こ
と
に
危
惧
の
念
を
抱
か
れ

で
、
い
る
よ
う
で
非
常
に
慎
重
で
あ
る
．
、
．

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
広
域

的
巻
発
展
な
し
に
は
本
市
の
発
展
も

な
い
。
そ
、
の
点
を
強
調
し
て
、
後
に

望
み
を
託
し
陣
情
を
終
わ
る
、
．

29

日
困
～
3
1
日
㈹
　
厚
生
省
等
に
陳
情

　
2
9
日
は
、
東
沢
農
免
道
路
新
規
採

、
択
の
陳
情
で
あ
る
．
、
モ
デ
ル
・
玄
田
環
と

な
ら
ん
で
、
ぜ
ひ
と
も
6
1
年
度
に
採

択
を
願
う
農
林
閏
係
三
事
業
の
一
つ

で
あ
る
が
最
も
難
関
で
あ
る
．
．
．
大
鷹

沢
の
山
間
部
は
、
平
坦
部
の
白
石
蔵

王
・
駅
周
辺
と
比
・
、
対
照
的
に
開
発
が

遅
れ
て
い
る
。
”
．
そ
、
の
均
衡
を
図
る
た

め
に
も
ぜ
ひ
と
も
二
の
農
免
道
路
を

採
択
願
う
べ
く
努
力
を
重
ね
た
い
，

　
帥
日
は
、
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
に

対
す
る
国
庫
補
助
金
に
関
す
る
陣
情

で
あ
る
．
．
．
協
議
会
長
の
山
本
知
事
に

か
わ
り
、
陳
情
団
の
団
長
と
し
て
地

元
選
出
の
国
会
議
員
の
先
生
及
び
厚

生
省
に
陳
情
を
行
う
．
．
．
財
政
、
が
逼
迫

し
で
・
お
り
採
択
率
は
毎
年
低
下
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
か
、
八
市
十
一
町

の
水
需
要
の
緊
急
性
を
二
賢
察
い
た

だ
き
特
段
の
二
配
慮
を
お
願
い
す
る
、
、
、

　
　
2
月

4
日
㈹
　
仙
南
広
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ

　
　
　
　
ア
推
進
研
究
会

　
ニ
ュ
ー
裟
テ
f
ア
ヘ
の
対
応
は
私

の
畜
約
の
一
つ
で
も
あ
る
し
、
将
来

の
白
石
に
㌘
、
．
λ
か
ら
、
ざ
る
要
素
で
、

あ
る
。
す
で
に
本
市
の
周
辺
に
は
、

福
島
市
か
「
住
み
よ
，
・
豊
か
で
緑
あ

ふ
れ
る
都
市
・
福
島
の
創
造
」
を
干

ー
マ
に
「
■
国
＞
O
＝
…
福
島
」
と

　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　

ノ
駄

裟継
摩繁ヂ 轡

つて
『響

追を話
　
　㎏

　
　
総
冶
ー

　
　
　
ゐ
ン

齢

犠
ρ

　
　
、
、
、
駕

　
ξ
｛

志
硬
、

虜
き
貯
憂

　
轟
、

孟
・

告

陣
弗

三

▲スキー教室（2月みやぎ蔵王▲絶好日よりのみやぎ蔵王（2月11日

蹴
騰
欝
影
夢
悪
静

　
　
　
　
祁
購
．

ll　　　　難－・

璽1翻　蟻．、弧

　▲チビッ子の豆まき（2月1日駅前）

サ
垂
建

調臨
」

　
　
　
ん

　
　
　
げ
）

　
　
審
．
き
館

　
霧
ご
民

　
　
　
で
公

　
　
　
謡
央

　
　
　
民
中

　
　
　
「
日

　
　
　
音
2

　
　
　
録
月

　
　
　
開
2

曜
訟
（

▲r佐藤忠良」講演会（2月16日市民会館▲竹馬大会（1月26日大鷹沢ノj

．
轟
『
．
“
顯

れむり

優　～　ヤ　　　ロ

　ノh　色　［

毒
、

麺鰹剛
鑑

　
睾
司

　
　
　
　
、闘

▲第1回市職員互助会文化祭

　（2月7日～8日市役所）

旱

▲白石市郷土資料館建設基金の贈呈式第2号

　　　　　　　　　　　　　（2月19日市長室）
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あなたの国民年金

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
長
期
に
わ

た
り
公
平
で
安
定
し
た
年
金
制
度
に
す
る
た
め
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

β
」
●

β
」
●

■表一1

圏
被
保
険
者

新
し
い
年
金
制
度
で
は
、
被
保
険

者
の
範
囲
を
拡
大
し
、
次
の
三
種
碩

に
な
り
ま
す
。
　
（
表
ー
1
）

幽
基
礎
年
金
は
三
種
類

　
国
民
年
金
は
、
公
的
年
金
制
度
の

土
台
と
し
て
、
国
民
に
共
通
の
基
礎

年
金
を
支
給
す
る
制
度
に
な
り
ま
す
・

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
含
な
ど

の
加
入
期
間
が
あ
る
人
に
は
、
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
期
間
分
の

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
表
1
2
）

◎
老
齢
基
礎
年
金

　保

険
料
を
納
め
た
期
間
が
二
十
五

年
以
上
あ
る
へ
が
、
六
十
五
歳
か
ら

受
け
ら
、
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
四
十
年
加
入
し
た
入

ま
た
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降

六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
を
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
六
十
万

円
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
の
来
納
期
間
が
あ
る
時
は

減
額
さ
れ
ま
す
。
（
表
1
3
）

（公務員等）（一般被用者）

　　　　　且

　　　　　r

■表一2

　　　　（自営業者）

第
1
号
被
保
険
者

農林漁業・自営業者など

苫ど

20歳以上60歳未満の人

第
2
号
被
保
険
者

厚生年金保険・共済組合の加入者

’
●

鴨
。

　
’

歯
O

65歳未満の人

　　　　　　　　　　　（任意加入1

　　　　　　　ノ　　　　1全員加入）
（新制度）r一一一一一一r一＋一一

公務員等

　　　（新）国民年金

彼胴者世帯1臆儲世帯

第
3
号
被
保
険
者

厚生年金保険・共済組合加入者の

被扶養配偶者

　　20歳以上60歳未満の人

（昭和36年4月からその人が60歳になるまでの期間を加入可能年数といいます）

■表一3

8

昭和61年4月1日から

■表一4

18歳未満の子を扶養
していれば、子の加

算額あります

15，000円
　　　（月額〕

5，000円
　　　（月額）

2人目まで1人

3人目から1人

睡豊＋子の加算額

（注）

子がうける場合の子の
加算は、2人目からに
なります。

15，000円
　　（月額）

5，000円
　（月額）

2人目まで1人

3人目から1人
十　子の加算額

■表一5

◎
障
害
基
礎
年
金

障
害
の
程
度
が
法
で
定
め
る
一
級

ま
た
は
二
級
に
な
っ
た
時
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
初
診
日
前
に
保
険
料
を
納

め
た
期
間
（
免
除
の
期
間
を
含
む
）

が
、
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
二
十
歳
前
の
傷
病
に
よ

り
障
害
者
と
な
っ
た
人
は
、
二
十
歳

に
な
っ
た
時
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
表
1
4
の
よ
う
な
子
の
加

算
額
も
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
時
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
（
表
1
6
）

●死亡一時金の額

改正後現げ

円
　
　
　
円
　
　
円
　
　
円

即
　
　
　
E
　
　
b
　
　
⑳

1畑円

L國〕ゼ円

卿円

r脚円

1畑円

鱒解イ主奪肖

畠た1田間

tFり上20年圭両

年LI上25年崇満

年以上30年来満

年以上35年辛満

年以上4∩年棄繭

■表一6

◎
遺
族
基
礎
年
金

加
入
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
る
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、

残
さ
れ
た
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
八
の
加
入
期
間
の
ろ

ち
保
険
料
を
納
め
た
期
問
（
免
除
の

期
問
を
含
む
）
が
、
三
分
の
二
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
表
1
5
の
よ
う
な
子
の
加

算
額
も
あ
り
ま
す
。

◎
現
行
の
国
民
年
金
制
度

　
　
　
　
の
な
か
で
残
る
も
の

（
寡
婦
年
金
）

　
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
、
妻
（
六
十

五
歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
条
件
は
、
現
行
と
同
じ
で
す
。

①
婚
姻
期
問
（
内
縁
で
も
よ
い
）
が

　
十
年
以
上
続
い
で
、
い
る
。

（
②
夫
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

　
い
た
．
一
．

③
夫
が
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢

　
基
礎
年
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。

④
）
死
亡
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
第
一

　
号
被
保
険
者
（
自
営
業
な
ど
）
と

　し

て
の
加
入
期
間
が
原
則
二
十
五

　
年
以
上
あ
る
。

（
⑤
年
金
額
（
表
1
7
）

国
民
年
金
の
保
険
料
と

　
納
期
の
変
更
に
つ
い
て

年
金
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
昭
和

六
十
一
年
度
か
ら
国
民
年
金
の
保
険

料
と
納
期
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〔
昭
和
六
十
【
年
四
月
か
ら
六
十
二

年
三
月
の
国
民
年
金
保
険
料
〕

○
定
額
年
金
加
入
者

　
　
一
カ
月
　
七
、
一
〇
〇
円

o
付
加
年
金
加
入
者

　
　
一
カ
月
　
七
、
五
〇
〇
円

○
農
業
者
年
金
加
入
者

　
　
一
カ
月
　
七
、
五
〇
〇
円

〔
昭
和
六
十
『
年
度
か
ら

　
　
納
期
は
毎
月
と
な
り
ま
す
〕

期
　
別

第
一
期
四
月
分

第
二
期
　
五
月
分

第
三
期
　
六
月
分

第
四
期
　
七
月
分

第
五
期
八
月
分

第
六
期
　
九
月
分

第
七
期
　
十
月
分

第
八
期
十
一
月
分

第
九
期
十
二
月
分

第
＋
期
　
一
月
分

第
十
一
期
二
月
分

第
十
二
期
三
月
分

納
付
期
限

五
月
　
　
十
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
五
日

八
月
二
十
五
日

九
月
二
＋
五
日

十
月
二
＋
五
日

十
一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
五
日

一
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日

9



宮
城
県
道
路
交
通
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
時
不
必
要
な
期
間
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
使
用
が
規
制
さ
れ
ま
す
睦

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
宮
城
県

公
安
委
員
会
規
則
）
が
改
正
さ
れ
、

不
必
要
な
期
間
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

使
用
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
条
文
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
「
四
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
目
」

ま
で
の
間
に
お
い
て
、
車
輪
に
ス
パ

f
ケ
タ
イ
ヤ
を
取
り
付
け
て
自
動
車

ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
積
雪
ま
た
は

凍
結
に
よ
り
す
べ
る
お
そ
れ
の
あ
る

道
路
を
通
行
す
る
た
め
、
す
べ
り
止

め
の
方
法
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
場

合
。
そ
の
他
車
輪
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
を
取
り
付
け
て
自
動
車
ま
た
は
原

動
機
付
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
に

つ
き
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
．
．

問
　
こ
の
期
間
内
で
も
降
雪
や
凍
結

　
が
あ
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
す

　
か
。

答
　
規
制
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
山

　
間
地
な
ど
の
地
域
に
よ
っ
て
は
積

　
雪
や
凍
結
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら

　
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
道
路

　
を
通
行
す
る
た
め
、
す
べ
り
止
め

　
の
装
置
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
場

　
合
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
除
外
規
定
の
「
や
む
を
得
な
い

　
事
情
が
あ
る
場
合
」
と
は
ど
う
い

　
う
こ
と
で
す
か
。

答
　
積
雪
や
凍
結
の
あ
る
地
域
へ
不

　
時
に
出
動
す
る
必
要
が
あ
る
緊
急

　
自
動
車
や
身
体
上
の
障
害
に
よ
り
、

　
タ
イ
ヤ
の
交
換
や
チ
ェ
ー
ン
の
着

　
脱
が
困
難
な
方
が
自
動
車
を
運
転

　
す
る
場
合
な
ど
を
い
い
ま
す
。

問
　
違
反
し
た
場
合
の
反
則
金
や
点

　
数
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
　
反
則
金
は
、
大
型
車
が
五
千
円
、

　
普
通
車
・
二
輪
車
が
四
千
円
、
原

　
付
車
が
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
な
沿
、
行
政
処
分
の
点
数
ほ
付

き
ま
せ
ん
。
．

間
　
県
外
か
ら
き
た
人
に
も
適
用
さ

　
れ
る
の
で
す
か
。

答
　
こ
の
規
定
は
、
宮
城
県
内
を
通

　
行
す
る
全
て
の
自
動
車
や
原
動
機

　
付
自
転
車
に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
県
外
の
方
で
あ
っ
て
も
同
じ
扱
い

　
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
す
ぺ

る
お
そ
れ
の
あ
る
道
路
を
通
行
す
る

場
合
に
は
、
タ
イ
ヤ
に
チ
ェ
ー
ン
や

そ
の
他
の
す
べ
り
止
め
の
方
法
を
講

じ
て
く
だ
さ
い
。

定期点検表

　点検月日

二とから

ハンドrし

ブレーキ

サド，し

ヤfヤ
　　ゲ1し

チェーン

ベ1レフザー

トイ一
フ

豪盤璽藩．自猶う屡薦通嚢怠・麟藤編

キか利かずに壁に嵌一こ屈　点

ない加ペダル曲がつてい琶）7
足がす！らない加ベルヴザーイ　　乗る前には蝉点検し、

謹矧燕扇畿7　璽塾詠轟驚
1警課鴛麓認藷醍塾を　　轟雲襲匙鷲i

乗る前には動す点検し、悪い箇所はすくに整

備しよう。自分でてきな』いときは目転車安

全整備店て整備をしても，らおう。思わぬ事敬

を防くためにも点検表を作り　安全な“目

転車ラィフ”を楽しみましよう。

／麟

　フし一二

ことにな∈

忘れない⊂

な要領で屠

●サドルー

さは．、両∫

を握つた（

整されて1

しっかり1
・後ともよ

いガ●タ・

＼つてい7

していて、

　　よく〔

反射器や1

　自転車1
がないの’

ブo

⑳
理
磨
◎
鴎

か
き
の
茶
腕
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
卵
を
割
り
ほ
O
し
、
か
き
の
汁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
．
え
た
だ
し
を
注
い
で
の
ば
し
、

菅野キエ子さん（自石

　
【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
か
き
㈲
葺
諭
9
、
だ
し
カ
ッ
プ
2
、

ほ
う
れ
ん
草
5
0
9
、
生
し
い
た
け
4

～
5
枚
、
卵
3
コ
、
柚
子
の
皮
少
々
、

調
味
料
ー
塩
・
酒
。

　
あ
ん
ー
だ
し
カ
ッ
プ
、
㎜
、
、
塩
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
壱
、
し
ょ
う
ゆ
・
み
り
ん
各
小
さ

じ
ー
、
か
た
く
り
粉
小
さ
じ
ー
。

【
作
り
ゑ

①
か
き
は
塩
少
々
加
え
た
冷
水
で
ふ

　
り
洗
い
し
、
塩
小
さ
じ
堀
、
酒
大

　
さ
じ
ー
を
ふ
り
か
け
、
な
べ
に
入

　
れ
て
サ
ッ
と
か
ら
い
り
し
、
出
て

　
き
た
汁
は
こ
し
て
だ
し
に
加
え
る
。

（
C
2
）
ほ
う
れ
ん
草
は
サ
ッ
と
ゆ
で
て
3

　
㎝
長
さ
に
切
る
。
生
し
い
た
け
は
、

　
い
し
づ
き
を
除
い
て
そ
ぎ
切
り
に

　
す
る
。

　
こ
し
き
で
こ
す
。

④
器
に
、
か
き
、
ほ
う
れ
ん
草
、
生

　
し
い
た
け
を
等
分
に
入
れ
、
卵
汁

　
に
注
ぎ
入
れ
る
。

⑤
蒸
気
の
出
て
い
る
蒸
し
器
に
入
れ

　
強
火
で
2
、
3
分
間
蒸
し
た
後
、

　
弱
火
で
約
1
5
分
間
蒸
す
。

⑥
あ
ん
の
材
料
を
な
べ
に
入
れ
、
か

　
き
ま
ぜ
な
が
ら
火
を
通
し
て
と
ろ

　
み
を
つ
け
る
。

⑦
蒸
し
上
っ
た
茶
碗
に
あ
ん
を
か
け
、

　
せ
ん
切
り
に
し
た
柚
子
の
皮
を
そ

　
え
る
。

　
　
ご
存
惣
で
す
か
？

齪
蒸
す
”

　
蒸
気
で
食
品
を
包
む
よ
う
に
し
て

加
熱
す
る
の
で
形
が
保
て
、
栄
養
分

や
持
ち
昧
も
失
う
こ
と
な
く
、
し
か

も
口
あ
た
り
よ
く
仕
上
が
り
ま
す
。

た
だ
、
調
理
の
途
中
で
味
を
み
て
調
昧

料
な
ど
を
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
、

材
料
に
好
ま
し
く
な
い
に
お
い
や
昧

が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
料
理
に
残
る
、

な
ど
の
短
所
も
あ
り
ま
す
・

　
昧
つ
け
や
下
ご
し
ら
え
は
充
分
に

し
ま
し
よ
・
フ
o

◆
よ
い
蒸
し
器
は

　
　
材
料
の
ま
わ
り
に
蒸
気
が
た
っ

　
ぷ
り
充
満
で
き
る
空
間
が
あ
る
大

　
き
い
器
具
ほ
ど
よ
い
墓
湘
し
肥
厨
と
い

　
え
ま
す
o

　
　
金
属
製
の
蒸
し
器
は
、
蒸
し
板

　
を
は
ず
す
と
た
っ
ぷ
り
と
湯
を
わ

　
か
せ
る
の
で
、
ゆ
で
も
の
に
も
便

　
利
で
す
し
、
二
段
、
三
段
と
重
ね

　
て
使
う
蒸
し
器
は
、
途
中
で
蒸
し

　
湯
を
補
う
の
に
扱
い
や
す
い
器
具

　
で
す
o

◆
蒸
し
湯
の
分
量
は

　
　
蒸
し
器
の
形
に
も
よ
り
ま
す
が
、

　
蒸
し
板
ま
で
の
高
さ
の
発
ぐ
ら
い

　
ま
で
水
を
入
れ
ま
す
。
湯
が
多
い

　
と
沸
騰
し
た
時
に
蒸
し
板
ま
で
上

　
が
っ
て
き
て
ゆ
で
た
よ
う
に
な
っ

　
た
り
、
茶
腕
む
し
な
ど
は
器
が
不

　
安
定
に
な
っ
て
で
き
上
が
り
が
よ

　
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
長
時
間

　
蒸
す
と
き
は
、
湯
も
た
く
さ
ん
必

　
要
な
の
で
蒸
し
板
を
高
く
す
る
か
、

　
途
中
で
湯
を
補
う
か
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
o

◆
火
加
減
に
つ
い
て

　
　
蒸
気
が
充
分
煮
立
っ
た
と
こ
ろ

　
へ
材
料
を
入
れ
、
強
火
で
ど
ん
ど

　
ん
蒸
す
も
の
と
し
て
は
、
赤
飯
、

　
い
も
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
シ
ュ
ー
マ

　
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
茶
腕
む
し

　
や
卵
豆
腐
な
ど
の
卵
の
蒸
し
も
の

　
は
、
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
に

　
入
れ
て
再
び
蒸
気
が
立
っ
た
ら
弱

　
火
に
し
、
ふ
た
を
ず
ら
せ
て
調
節

　
し
な
が
ら
蒸
し
上
げ
ま
す
。

　
　
強
火
に
す
れ
ば
す
が
立
ち
ま
す

　
し
、
弱
す
ぎ
れ
ば
卵
豆
腐
の
場
合

は
粘
り
が
出
て
ま
ず
く
な
り
が
ち

　
で
す
。
蒸
し
す
ぎ
て
も
お
い
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
竹
ぐ
し
を
刺
し
て

何
も
つ
い
て
こ
な
け
れ
ば
蒸
し
上

　
が
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

昭和61年2月1日11年2月1日　rl石市

　備　　考
上昇品目：しょう油、

小麦粉、牛乳、・砂一

ラッブ、プロパンガス

下降品目：サラゲ油、

マーガリン、テ仁ソ3

ユベーパー、灯油、し

ギュラーガ’ノリ》、軽

油、重油

横ばい品目：砂糖、食

ベン、カレー弓fス、

理髪料、バーマネント

料

調査日
消費生活モニター調査結果

対前雛齪

　一％
　0．4

△3．5

　0、5

△0．5

　0．8

　0，3

△1．3

1り
］

0、1

△1．9

△1．8

△1，4

△1．0

△1．4

莇騨均酪
　　　273円

　　　459

　　403

　　　220

　　　155

　　204

　　241

　　399

　　155

　　　89

5，064

　　450

1，600

5，350

1，235

1，272

　　142

　　　96

　　　74

平均櫨
　　273円

　　461

　　389

　　221

　　155

　　203

　　243

　　400

　　153

　　193

5，070

　　450

1，600

5，350

1，211

1，249

　　140

　　　95

　　　73

最懸薩
　　258円

　　418

　　358

　　198

　　150

　　185

　　208

　　378

　　130

　　160

5，000

　　450

1，400

4，500

1，150

1，200

　　138

　　　90

　　　68

値高最

　　290円

　　500

　　440

　　240

　　170

　　218

　　280

　　440

　　180

　　240

5，140

　　450

1，800

6，000

1，380

1，380

　　143

　　　98

　　　80

　銘柄・焼格
上rr糖　 1kg

本醜造上級濃口　1．麗
　（びん代込み1

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　l　kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカ几トン入り　　225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入り　　　2259

400枚1200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　（気体）

並　　　食　　（一皿）

小学生調髪〔洗髪を含む｝

コーヌレ　ドくシ　ョー　トカ㌧’　卜及

びセノト含む）

店頭価格　　18’
配達料込み　　　1S’

1　　ぞ　　現　　金

1　　4　　現　　金

1　　’　　現　　金

　鹸　　 名

1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン

6．マーガリン
7．牛　　乳
8．パ　ダ　ー
9。　テfソシュ〆ぺ一ヘー

10．ラ　ソ　プ
l　l．プロバンガス

12、カレーラfス

13。理髪料
14．パーマネント料

15．灯　　油

16．　レギュラーガソリン

17．軽　　油
18．A　重　油

1ノ



－ー

｝

．
一
圃
、

，
鴎

題
、

賜

健
康
を
守
る
愛
情
い
つ
ぱ
い
の

家
庭
料
理
の
指
導
に
努
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
つ
　
ね
さ
ん

　
フ
食
は
生
命
、
日
々
新
し
．
〈
、
作
ら
れ
る
・
乙
日
一
日
の
食
事
が

生
命
を
作
っ
て
0
る
こ
と
を
考
え
る
峙
、
毎
日
の
食
生
活
を
お
．
ろ

そ
か
に
す
る
こ
と
ば
で
き
ま
ぜ
ん
」
と
若
者
か
ら
幅
広
く
、
家
族

の
健
康
を
守
る
女
性
達
に
〃
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
、
真
心
の

こ
も
っ
た
家
庭
料
理
〃
を
指
導
し
続
け
る
畠
つ
ね
さ
ん
（
五
七
）

▼
白
石
市
字
沢
端
刀
の
6
〃
。

　
畠
さ
ん
は
、
働
，
・
婦
人
の
家

や
自
宅
で
家
族
の
健
康
を
守
る

女
性
達
に
料
理
を
教
え
て
い
ま

す
、
．
．
「
以
前
は
あ
ま
り
料
理
に
は

興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

二
十
年
艶
ら
い
前
か
ら
“
家
族

の
健
康
は
食
事
か
ら
”
と
考
え
、

『

～

、
．

↓
費

瞬

　
　
又

、
穂
・

料
理
を
独
学
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
料
理
を
学
び
始
め
た
キ
．
カ

ヶ
に
っ
い
て
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
、

日
本
女
子
栄
養
大
学
の
通
信
教
育
を

受
け
、
毎
月
一
回
は
上
京
し
て
講
義

を
受
け
る
と
い
う
勉
強
熱
心
な
先
生

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
胃

　　　　　　～
　　　　』≧籍邊　『

1漁華届

　　　▲生徒を指導する畠さん

古
口
田
な
時
代
で
す
。
栄
養
に
偏
り
が
な
酎
貢
を
取
る
と
い
う

・
六
ラ
ン
一
八
の
と
れ
た
食
生
活
を
営
幽
こ
と
だ
っ
た
。
こ

み
ま
し
ょ
う
．
」
と
一
剛
羅
生
に
教
え
る
㎝
∞
の
時
出
し
た
秀
吉

畠
さ
ん
。
欧
米
諸
国
で
は
、
脂
肪
の
ゆ
の
命
令
（
要
旨
）

摂
り
す
ぎ
や
食
事
の
偏
り
か
ら
成
へ
ゆ
は
次
の
よ
う
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
η

病
が
増
加
し
始
め
、
　
“
主
食
＋
主
菜
ψ
の
だ
っ
た
。
　
「
武

＋
副
菜
あ
栄
誘
バ
ラ
ン
誘
と
㌘
・
百
讐
寺

れ
た
日
本
型
食
事
が
世
界
か
ら
も
注
炉
検
地
の
趣
旨
を
説

旦
駐
て
い
る
そ
う
で
す
．
　
群
せ
よ
．
反
対
し

　
「
食
事
の
時
は
小
言
は
禁
物
で
す
二
抵
抗
す
る
者
は
武

ど
窓
罫
い
し
い
鐘
で
忍
鳥
吉
百
讐
城
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
覗
ふ
み
つ
ぶ
し
、
一

間
題
’
ド
、
マ
ズ
・
、
な
り
ま
ー
。
食
事
は
ツ

舜
な
藁
し
と
と
食
言
際
忽
響
二
響
す

マ
ナ
ー
も
二
言
．
）

　
「
実
習
し
た
料
理
を
作
っ
て
家
族
み
ψ

ん
な
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
と
生
“
　
　
、

徒
き
蓬
言
わ
れ
鼻
と
て
も
　
舞

嬉
し
い
で
す
ネ
ー
。
　
　
　
　
　
　
咀
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

分
も
楽
し
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
い
う

し
い
日
本
の
お
母
さ
ん
〃
の
畠
き
ん
“
き
れ
て
い
る
・
・

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
畠
キ
（
．
ん
の
熱
心
な
指
導
、
優
し
い
瞬
，

人
柄
ゆ
え
か
、
料
理
教
室
に
は
受
講
鰯
　
秀
吉
の
天
下
統
一
事
業
に
最
後
ま

生
が
大
勢
筈
奪
・
働
く
奨
農
夏
抗
し
た
の
は
奥
羽
勢
濡
っ

家
で
は
定
期
講
座
を
月
二
回
と
・
う
ゆ
た
。
．
て
れ
だ
け
に
彼
の
奥
羽
仕
置
（
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
分
）
も
ず
い
ぶ
ん
厳
し
か
っ
た
。
そ

ー
め
ん
料
理
教
室
な
ど
季
節
の
料
理
翻
　
　
　
　
『
i
t

講
座
を
受
け
持
ち
・
自
宅
で
も
七
つ
ψ
の
手
鯨
が
太
閤
検
地
で
あ
る
．
天

の
ブ
几
ー
ブ
に
料
理
を
繰
し
幕
正
＋
八
年
（
一
五
九
・
訴
墓
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
っ
た
検
地
は
す
べ
て
の
郷
村
の
耕
地

る
た
い
へ
ん
忙
し
い
先
生
で
す
。
　
ψ
’
屋
敷
を
一
筆
ご
と
に
位
置
・
面
積
・

「
睾
は
愛
情
擢
る
も
の
、
食
議
生
産
高
（
葱
）
奎
貴
所
薯

聡
編
鍔
鰐
叢
籍
製
醐
鞭
．
屋
敷
に
上
中
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

郷士史アレコレ

の
後
の
領
主
上
杉
氏
に
な
っ
て
か
ら
．

も
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
新
ハ

し
い
石
高
、
二
れ
に
基
．
つ
！
，
年
貢
取
“

り
立
で
、
は
郡
内
の
農
民
に
と
っ
で
、
は
」

重
い
負
担
だ
っ
た
ら
し
い
，
許
し
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

事
情
は
不
明
だ
、
が
、
蒲
生
氏
に
不
満
艶

を
持
っ
た
農
民
は
一
揆
を
お
こ
し
て
の

反
抗
し
た
。
当
時
の
記
録
に
コ
揆
冠

を
企
て
た
者
を
所
々
に
お
い
で
、
踏
み
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
．
h
F
㌧
’
5

殺
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
領
内
静
泌
男

　
　
　
　
　
　
　
す
」
と
あ
る
か
ら
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

　
　
　
　
　
　
　
｛
谷
赦
の
な
い
武
力
ハ

　
　
　
　
　
　
　
弾
圧
で
農
民
を
抑
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
え
こ
ん
だ
の
で
あ
「

　
　
ー
ノ
　
　
　
　
ろ
う
（
．

⑪
なで斬o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
て
な
で
斬
り
に
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
、
あ
と
は
無
へ
に
な
っ
で
、
も
よ
い
、
一
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　

、
ま
こ
と
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
．
臼
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
同
十
九
年
刈
田
郡
は
蒲
生
領
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
正
検
地
の
雌
＋
は
不
明
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
四
年
後
の
文
禄
三
年
の

　
　
こ
れ
か
ら
も
自
輔
樹
地
段
録
に
よ
る
と
測
田
郡
三
十
三

勉
強
し
な
が
ら
指
守
　
か
村
で
三
万
八
千
六
百
石
余
の
石
高
、

　
　
　
　
　
　
”
優
”
田
畑
の
六
〇
％
が
上
田
畑
と
格
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
石
高
は
蒲
生
氏

れ
ば
約
半
分
の
石
高
で
あ
る
。

で
も
百
姓
は
「
錠
で
頭
を
剃
る
か
、

裸
で
茨
を
背
負
う
か
、
劃
田
で
百
姓
．

す
る
か
」
と
恐
れ
た
・
・
ら
い
だ
一
か
・
ら
三

蒲
生
・
上
む
両
氏
の
支
配
が
い
か
に
『
一
一

す
さ
ま
じ
か
っ
た
か
が
わ
か
る
と
思
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

う
。
刈
田
の
百
姓
生
活
は
片
倉
氏
か
訓

領
主
に
な
る
以
前
か
ら
厳
し
い
も
の

だ
っ
た
の
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
　
　
測
田
郡
が
ψ

伊
達
政
宗
領
に
な
一

っ
て
か
ら
三
十
二
二

か
村
で
一
万
九
千
“

九
百
石
余
、
田
畑
　

　
　
　
　
　
　
　
ニ

格
付
け
も
大
部
分
　

は
中
か
下
（
寛
文
．
『

　
　
　
　
　
　
　
函

四
年
一
六
六
四
）
，
講

太
閤
検
地
か
ら
み
艶

　
　
　
　
　
そ
れ
、

ブ2

イ
ド
ル

フ…
の蒙がわ

太田さゆりちゃん（自石1

幸男さん、頼子さんの長女

ママからひとこと

”元気で明るく

　　　優しい子に育ってネ

「すきなどうぶつ」

さとう　ひであき（白川小1年）

　
　
　
、

ー
ギ
ユ

わたしの

　智塑鞍轡

，
貌　費蔚智樹磯

汐
［’

　　　　　　麟

「ふなひき太良」

わたなべ　あかね（大平小4年

∞”

市
民
文
芸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r“炉　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　ー　　　　　　　　　　　　　　　　｝駒　　　　　　　　　　　　　　　炉畠　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　㎝　　　　　　　　　　　　　剛　一　　　　　　　　　　　　r一臣　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　h炉　　　　　　　　　h覇　　　　　　　　一軍　　　　　　　皿　　　　　　一’一　　　　　炉　　　　一　　　｝　　　　偏－一

歌

壇
一

［
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
氏
三
首
、
封
書
ま
た
は
ヘ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
広
報
係
ハ
臼
石
市
桜
小
路
三
五
》

！
、
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
．
．

沢
水
の
澄
み
し
流
れ
に
鮮
や
か
な
緑
の
芹
を
七
草
に

摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

幼
字
を
力
い
っ
ぱ
い
書
き
記
す
孫
ら
の
便
り
今
日
も

と
ど
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

女
盛
り
を
癌
に
逝
き
た
る
妹
の
喪
に
服
す
れ
ば
除
夜

の
鐘
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

両
の
手
に
茶
碗
つ
つ
み
て
含
む
茶
に
茶
柱
の
立
つ
朝

は
す
が
し
き
　
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

元
旦
を
迎
え
て
ふ
く
ら
む
紅
梅
の
花
開
く
日
を
夫
と

待
ち
佗
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

姐
板
に
庖
丁
の
音
よ
く
響
き
妻
は
正
月
の
料
理
に
忙

し
　
　
　
　
　
i
£
か
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

塀
の
ま
わ
り
に
山
茶
花
の
花
散
り
敷
き
て
子
ら
は
声

あ
げ
花
び
ら
拾
ふ
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
、
と
し

年
の
瀬
を
真
紅
に
咲
き
し
・
ン
ヶ
ラ
メ
ン
茶
の
間
飾
り

て
な
ほ
も
咲
き
つ
き
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

真
白
な
る
雪
に
埋
の
し
わ
が
狭
庭
南
天
赤
く
朝
日
に

光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

素
枯
野
に
餌
を
あ
さ
れ
る
小
雀
に
近
づ
き
行
け
ば
群

れ
で
、
飛
び
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

「
評
」
一
首
目
七
草
の
た
め
に
芹
を
摘
む
、
新
鮮
な

　
緑
の
芹
と
共
に
作
者
の
心
も
澄
ん
で
新
鮮
で
あ
り

　
心
よ
い
作
品
で
あ
る
。
二
首
目
幼
い
孫
か
ら
今
日

　
も
便
り
が
と
ど
く
精
一
杯
書
く
幼
児
の
宇
が
見
え

　
る
よ
う
で
う
れ
し
い
。
三
首
目
妹
の
喪
に
服
し
て

　
居
れ
ば
除
夜
の
鐘
が
鳴
り
か
な
し
み
の
年
が
過
ぎ

　
て
ゆ
！
、
作
者
の
心
情
が
あ
ふ
れ
て
を
り
佳
作
で
あ

　
る
。
四
首
目
愛
用
の
茶
碗
で
朝
茶
を
飲
む
幸
い
先

　
の
良
い
茶
柱
が
た
っ
た
朝
は
心
も
す
が
す
が
し
い
。

川
股
　
兵
三
選

　
　
俳
　
壇

農
具
に
も
松
か
ざ
り
し
て
お
正
月
　
　
　
川
村
静
恵

ハ
評
｝
農
家
も
正
月
は
仕
事
当
ゆ
っ
：
り
休
む
．
、
広
い
勺
屋
に

　
収
め
ら
れ
た
農
機
具
に
も
松
飾
り
が
か
け
ら
れ
て
休
め
て
あ

　
り
の
ん
び
り
し
た
正
骨
の
生
活
で
あ
る
．

初
春
を
寿
ぎ
舞
い
ぬ
「
祝
い
船
」
　
高
子
た
ち
ば
な

ハ
評
｝
お
正
目
に
舞
う
め
で
み
．
い
踊
町
に
「
祝
い
船
」
と
い
う

　
の
が
あ
る
る
正
目
を
祝
っ
て
踊
る
作
者
に
あ
て
や
か
さ
が
あ

　
っ
て
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
も
の
を
覚
配
る
ム

挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
匂
い
日
脚
の
ぶ
　
青
木
良
子

〔
評
〕
家
事
の
合
い
間
に
挽
キ
．
一
た
て
の
香
り
古
岡
い
コ
ー
ヒ
！
を

　
い
れ
飲
む
・
一
王
婦
の
ひ
と
と
き
．
、
日
脚
乱
や
や
の
び
で
い
る
．

降
る
雪
に
下
水
工
事
夫
忙
し
く
　
　
　
　
近
内
キ
ヨ

干
両
の
赤
き
実
に
映
え
初
日
出
づ
　
　
　
草
野
美
沙

熱
つ
あ
つ
の
七
草
粥
を
す
す
り
台
う
　
　
日
下
　
文

カ
ト
レ
ア
の
曄
、
く
店
先
に
筆
を
買
う
　
　
佐
藤
周
子

繭
王
を
え
ら
む
か
ら
か
ら
胆
ら
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
民
子

冬
の
雨
暗
く
震
に
変
わ
り
つ
つ
　
　
　
　
佐
藤
善
夫

若
水
に
心
と
身
体
浄
め
け
り
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

◎
三
目
例
会
は
一
．
．
月
二
十
三
日
帥
中
車
、
公
民
館
て
行
い
ま
す
．
．

　
卒
業
、
椿
、
山
笑
ふ
て
作
旬
し
て
：
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

ゆ一
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團こけしに関する俳句・

　　　　　短歌・川柳の募集

〉種別と条件　俳旬・短歌・川柳

　でこけしに関するもの。

〉応募方法　各種一人3首まで封

　書またはハガキに住所、氏名、

電話番号を明記すること。俳句、

　短歌、川柳の併記は不可。

〉申し込み先　白石市字桜小路35

　自石市商工観光課内　第28回全

　日本こけしコンクール事務局

〉応募〆切　3月15日1二D

〉入選　各10首（記念品を贈り広

報しろいしに発表）

鍵昭和引年度仙台一高

　　　　　通f言制生徒募集，’

　働きながら学ぶことのできる通

信教育は、年齢・性別には関係な

く主として自学自習で高等学校を

卒業できます。

レ通信制のコース　●高校課程一・

　高校の卒業資格を得たいへ．

　●特科生…一般教養として一部

　特定科目だけについて勉強した

　い八。

1〉募集人員　5α）名

〉募集期間　昭和61年4月15日（火）

　　　　　　まで

※詳しい資料がほしい入または入

学願書がほしいへは、来校するか

電話あるいは手紙で下記にお申し

込みください。願書、その他必要

書類を無料で送ります。

　〒880仙台市元茶畑4番地

　餐0222－57－4501　。93－6739

　宮城県仙台第一高等学校通信制

なお、次のとおり入学希望者説明

会を行います。

》日時昭和61年3月9日櫛

　　　　午前10時～正午

1〉場所　白石市兀山28　吉見学園

　服装技芸専門学校費6－2835

　　ダ5

翻昭和61年4月
　　　　各種講習蔓講者募集

　資格取得を目指す方及びこれか

ら基本を覚えたい方は、この機会

にぜひ、時代が求める技能と資格

を取得してみませんか。

◎電気工事士筆記試験受験講習

　4月6日～5月18日
o電気工事士コース（D　4月15日

　～5月2〔）日　毎週（火）

●発変電設備コース（高圧電気工

　事技術講座）　4月1日～10日

O配電一般コース（高圧電気工事

　技1・i1錯樟座）　4月15日～24日

◎パーソナルコンヒューケID基礎

　コース　4月15日～5月20日

毎週㈲

●建築基礎講座（初級）　4月12

　日～7月26日　毎週U二1

●建築設計製図の基礎　4月！5日

　～10月28日　毎週1 D
●住まいの塗装1　（初級〉　4月

　1（旧～19日

●住まいの塗装1　（中級）　4月

　24日～5月11）日

＠占・ソディ・㌢ラワト①　4月11

　日～25日　毎週㊥

㊥2級技能士課程農業機械整備科

　学科講習　4目7日～6月30日

　毎週（月・水・金1隔週（日l

oマイカー点検講座4月23・24日

⑭計測器取扱い基礎　4月14・15

　日

oドリル研削の基礎　4月21・肥

　日

●機械加工基礎講座　4月～7月

　毎週（月～金）

●半自動アーケ溶接検定受験コース

　4月17・18・24・25日

のアーケ溶接入門基本講習　4月

　15日～6月24日　毎週（却

㊤板金展開図法　4月5日～5月

　17日　毎週〔土・日｝

●薄板ガス溶接実技講習　4月7

　日～4月28日　毎週（月・水・金）

楽詳1．・1は、宮城技能開発セレヤ

　ー姪02236－2－2253へお問い合わ

　せください。

働く婦人の家
翻フラワーテザイン教室

　季節の花をつくって空間に飾っ

てみませんかこ，

〉日時昭和61年3月14日1釦

　　　　午前9時30分～12時

1〉募集人員　15名

》内容　水仙の花

〉申し込み　3月12日1和まで働1

　婦人の家容5－5095・’・お申し込み

　ください。

翻フルートとビアノ：コンサート

　土曜の午後、音楽と共にご家族

お揃いで早春のひとときを楽しん

でみませんか；

》日時昭和61年3月22日ID

　　　　午後1時～3時

》場所　働く婦への家

〉演奏者　フ1し一ト：仙台ニュー

　フfルハーモニー指揮者　野田

　剛志氏　ビアノ：常盤木学園音

　楽科講師　平間百台子氏

》入場料　無料

麟操体法教室

　操体法は医師や治庵師が症状を

治すのではなく、自分で体の苦痛

を治す健康法です。ぜひご参加1

ださい ＝

レ日時昭和61年3月20日休1

　　　　午前10時～午後3時

》場所　働1婦人の家

》募集人員　30名

》持参するもの　　＋1し、昼食、

　（運動1、やすい服装でご参加・：

だささい，；1

「公民館だより

§

　　　　　　　醜　　　　．四　　 ／

　　　　　　　　　　竪 　rド蟹鴨　♪・1へ

1緊1落主磯搬、饗

　　　新春囲碁将棋大会腕自慢が大熱戦〃

　2月2日旧1、恒例の新春囲碁将棋大会が中央公民館を会場に行われ、

段級別のリーグ戦方式で熱戦が繰り広けられました。

　大会には’j・学生からお年寄りまでの腕自慢約100人（将棋に62人、囲

碁に34人）が参加。なごやかな雰囲気で対局が行われました。

　各ランク別の成績は次のとおりです。

く囲碁の部〉

（1組）優勝舩渡恒男、準優勝会津正人、第3位手塚　威

（2組）優勝井上　哲、準優勝保科栄二、第3位桑折房夫

（3組）優勝小室源光、準優勝黒沢　進、第3位佐藤　功

〈将棋の部〉

（有段者組）優勝熊谷一雄、準優勝岩間保蔵、第3位三浦正義

（A組）優勝木須丈仁、準優勝四竃英夫、第3位塩谷清助

l　B組）優勝古山光雄、準優勝小野健治、第3位佐久閤千嘉夫

（C組）優勝松田時彦、準優勝佐久間昭夫、第3位小室義勝

C斤図書館一〇
春休みは図書館で〃

☆中学・高校生のみなさんへ．’

　春…休みをとう過こしますカ・？

　図書館では、気軽に楽しめる推

理小説、エッセイ、趣味の本のほ

か、じっくり味わう古典文学など

春休み中に読んでみたい中学生、

高校生向きの本を用意しました。

あなたの心に残る一冊を見つけて

みませんか。

六新入学準備のお手伝い

　新しく小学一年生になるお』子

さんをお持ちのお父さん、お母さ

ん、今年も図書館では、入学準備

や入学後のしつけ、健康管理、児

童心理など気軽に読めてお役に立

つ本を用意しました。

　毎年、多くの方々に読まれて好

評です。ぜひご利用ください。

一図書館の開館時問一
〈月曜日～土曜日〉

午前9時～午後5時

ただし、小原分館は土曜日12時

まで。

〈休館日＞

毎週日曜、祝祭日、年末年始。
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撫霧莞灘編壽

幽特別障害者手当制度

　　4月選臼スタート
　4月1日から特別障害者手当制

度が発足しますンニの手当は、20

歳以上の方で著1、1重度の障害の

状態にあり、目常生活面において

常時、特別（う介護を必要とする方

に月額2万円を支給するものです。

☆支給対象の障害者

　この手当の対象となる障害の程

度は、おおむね次のとおりです、

Ψ国民年金の障害等級1級に該当

　する障害ゐ遣つ以上ある場台

②Ψの障害か1っあ一・て、かつ国

　民年金の障害工及2汲に詑当す

　る障害が2っ以上ある場台

③①に討当する肢体または体幹の

　機能障害が1つあって、かつ日

　常生活動作で相当の介助を要ナ

　る場台

（ま硯行（ハ福祉手当に該当する内部

　障害が1つあって、かつ安静を

　要する程度か「絶対安静」の場

｛口

◎現行の福祉手当に該当する精神

　障害があり、かつ日常生活能力

　判定で特別な監護を要する場含

》手続きについて

　コの手当を受けるためには、特

別障害者手当認定請求書に必要な

書類1診断書、身障者手帳の写、

庫育手帳の写、所得証明書等1を

添えて市社会福祉事務所に提出し

てください。請求に必要な書類は、

市社会福業止事務所に備えてありま

す：，

〉その他　特別障害者手当制度か

できたことに、kり、今までの福祉

手当は、昭和61年3月31日で廃止

されます，シ

　20歳以上の方で、4月1日か’：，

特別障害者手当か障害基礎年金を

受ける二とかできない方は、引き

続き月額11，250円の福祉手当か支

糸台されますひ

　20歳朱満の方で重度の障害の伏

態てあるため日常生活において常

時fl’護を必要とする方は、FI師11

，25（1円が障害児福祉手当として支

葦台されま甘㌔

　二れらの手当は、昭和6！年3月

31日現在で認定されていれば新た

な手続きは不用でナ、

・‘・詳し1は、市社会福祉事務所福

祉係　（需5－2111内系泉　1391・・お問

い台わせ：ださい

翻齪年度白眉市保育園

　　入所児申請受付中イ’

　白石市の各保育園1小原保育園、

北保育圓をのそ：1では、昭和61

年4月からのヌ、所児童の申請を桑

付けておのます。臼石市に在注1．

保育に欠ける状態のお子様ガ利用

できます．

※詳し1は、自石市社会福祉事務
戸斤1果育係欝5－2111q∫］線1471まて

6月1日から児童手当法か
変わり、2人目の子どもに

も支給　申請の手続きを
馳児童手当とは、児童を養育する

　八に手当を支給する二とによっ

　て家庭生盾の安定と、次代をに

　なう「絶童の健全青成に資1『る二

　とを目的とする制度です、

〉新しい児童手当とは．二れまで

　し堀斎教育餐丁前中掌授卒業前1

　の児童を禽む18髭壬満の児童を

　3尺以上養育している方に支給

　きれま1、たか、争年6月1日か

　らの改正では、それと併せて、

　昭和59年6月2日以降に生まれ

　た児童を含む18歳辛満の児童を

　2八、以1溢育するノ∫にも霞糸台さ

　れる：と1こなりました、また、

　コれまで〕わり前年の収ノ、か一

　定の額以Eの方は、二の児童手

　当は受けられません、

〉手当の額は

・月師2，501〕円…18歳来満の1見重

　のうち出生順に放えで2へ目の

　2歳朱満1昭和59年6月2日以

　降生まれ｝の児重

・目額5，00（）円…18歳未満の児童

　のうち出生順に数えて3へ目以

　降の義務教育終丁前1中学校‡

　業前）の児童1八、にっき．

　また、二れまでは、市町1寸民彌

　非課税の方には、2，〔朕1円の加草

　があの、7，〔脚円亥給され劇甲た

　が、改正ては加算はな1なりま

　す

》申請の手続　，、ぢ当される方は、

　市民課で申請F、て1ださい

》制度の段階的実施　児童手当は、

　昭和62年度、63年度と段階的に

　制度か冥、1、ります凸て、広報に

　注意して1たさい．

・i‘言創．：は、市民課市民1系1内線

　1311へとーうそ二

たばこは

　市内で買いまiしよう！

ブ7

　「」華マ罰7r和台帳コ．，
　　　　　　　　　　　　　　　髪
　　　‘券期間cつ1、双

　　固定資産課税台帳の縦覧を次の

　とおり行1、嵩ますのて、こ利用くだ

　さい；

　〉期日　昭和61年3月1日（土）から

　　3月20日休）まて1ただし日嚥1日

　　を除1執務時間内I ，

　》場所　白石市役所税務課

　檬？昨年、相続、贈与、売買及び家

　屋の新増築、取りこわし等を行っ

　た方は台帳を確認してください、、

　　登録等に誤りがあった場台の修

　正する期閤でもありますので、ぜ

　ひこ来庁のうえ承従覧をわ1願いしま

．す，なむ、電話での問い台わせは

　愛付けできませんのてご了承1だ

　さ1、ミ．

鰹白石市営授産所を屡止し

編祉作業所やまぷき園を設置

　本1卜4月1日から生活保護法に

より設置1、ておりました市営授産

所を廃止して、そのあとに福祉作

ま糞戸斤やま、；、き圓を言斐置します。雇

用される二とが囮難な在宅の精神

薄弱等心身に障害のある方ヤに対

し、生活言川示牽及ひ子愛産才旨厚を1コ石

市心身F章害：児育成会に避董宮’管王里を

委託1、て行1，ぽす．

　ス、戸斤を希『望される方は、　3月

2口口まて祉会福祉事務所福祉係に

印鑑持参のうえわ巾し込み1ださい。

］13均・∠1・月翼、隊の

　　　　自衛官募集戸’

　防衛庁ては，次により自衛官（2

等陸・海士1を募集して1，ぽす．

》応募資格　今暮高校卒業」、定の

　1；3貴から25蒔殊満の酷11予．

》入隊時期　3日中旬～4月「旬

レ待遇　初任糸、、1醇、40り円1衣食匡

　は無財等支紅モまたは貸ノ美1、定則持1し

　1。fド1回、賞与年間約5テ月分

》身分保障　特別職国家公務員

1‘・詳1『1は、一た河原事務所畑．12245－

3－218㍗お問1，・含わせ1たさ1、箋．

昭和61年度水田利用再編対策について　1

　米の消費も依然として1申び悩み、

米をめ守る4大勢はますまづ臨厳し1

なってきている中で、昭和61年

度の転作面積の配分も終わり、な

お一層の定昔化を推進してい1こ

とにしています。食管制度を守る

とともに自石市における実施率100

　　　　　　　　　　　奨励補

％達成のため、ご協力をむ願いい

たします，

●転作口標面積273ヘケダー1レ

　転作配分252・’、7ケ司レ

　他用途利用米配み　21へ7ダー几

　　　　　　　　　　（1700俵）
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区

皿彊建，！，物」糊・鱗畑

分

†肇　りヒ　負…　雫勿　　フこ豆・倉司1・・トf1群勿・麦・そ1ポ

擁　
勿

永年1性作物£，、外の作

理喋一　作

日
可

り，
云

へ
1

璽套

『颪也殴良通fl㍉土地改嘉ブ
ぢ也　　　　　 蓄TI庁芭しノヒ上結10

をハ
也重戸

陥
’

ハ
奮
ナ

灘な擁
一郎質ヒfレ

．
i

、
f

』
廷

忙
～蒋、

～
毒

鵬！5・1。ol）円

142『〔肌レ

127．‘）0口

22彫0〔一｝0

27、り1－10

22，0〔附

22，00〔レ

2嬉養嬉

2り¶00∩IIl　ln¶1．100円

21）．印1り　　1リ，lll：ll）

15『0｛．10　　　10『0⇔0

15，000　　　1｛），n〔）0

15・りりO　l10・帆1

〔irモI　l， りん二・桑・㌧P緒『i直につ7、コては

ら「’かれ一こいます
IlrくIIりf旧は、保ii・∫搾珂i覧

写；竜リセ・r象力・ら円…カ・れて1，』ま一㌃

保翁鱈；理等♂ロ小田Kill臼場間は

　　最近の需1【1雰1目力・F号慮誓れ、1伝『乍の叶象か

1＝地改良通1卜施frヒ同し」51二III』、作定Ili；化推進加

園集団転作で加算制度をゲ

　rl石市ては次の加算制度を推進

しています 二

〔第一種加算（20，000円10a）の要件〕

○団地化加算

　中：5ha以1二の連担団地

　1211ha以Lの団地で地区1内実施

　　面積の23以kであること、

　③作物が統一されていること。

「第二種加算（10，000円10a）の要件〕

c峡落転作地区内水田耕作者％

　以上により転作営農組台が設置

　てあること、

○団地化促進型

　監i）第一観｝りn算玄寸象にならない「・H

　　地形成転作田である二とウ

　・当団地構成面積が概ね1ha以」二

　　Lで一ある二と二

・つ経営転換型地区内水田の40％

　L顕F二か水f眞力・らf也し乃f↑暫勿にrll云イ輿

　されて1、亀る二と．

○地域特産作物転作　きい1、うり

※転作についてのお問い詮わせは

農林課農務係または農協にわ願い

します二

31卜暑ljとメ・　　鞠ま一

圃農地流動化を積極的に．！’

　農用地利用増進事業による農地

の流動化は安心1．て貸1一借りので

きる制度です，．

　兼粟化や高齢によって経営縮少

するような場詮、市農業委員会が

仲介となり争後とも農業で自立し

ようとする農家に貨して、農上也を

有効利用することがねらいです，，

二の場合、農地の貸し手農家には

次のような奨励金が交付されます 、

〔貸付期間〕　　〔10a当り奨励金」

㊤3年以L
　　　　　　　　　8、Ol）0円
　　6年未満

・6年以L
　　　　　　　　20，1．100円
　1（）年未満

・10年り，L　　　3〔），t）OO円

（手続きは簡単、農協支所窓口で）

　なお、農地の柵談相手として農

業委員、農協支所長を「農地流動

化推進員」に委1嘱してわります。

お気軽にご相、談1ださ1、、、

※詳し1は、市農林課農務係、農

業委員会または農協支所にお問い

合わせ1だ6い
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カメラ・ニユース

憾蠣、蝋

　　　分校スキー大会

　2月6日、蔵王山麓の5分校（福
岡小の不忘、長峰、蔵王、八宮と

深谷小の三住分校）のスキー大会
が白石スキー場で開かれました。

子ども達は学年別に回転、大回転
にヤィムを競い合い、白銀の世界

に大きな歓声がこだましました。

灘壷』鞠暫’乳

　　ジャンボかるた大会

　1月27日、大平小学校（山村文
衛校長、児童数210人）で「ジャン

ボかるた大会」が開かれました。

6つのゲループに分かれた子ども
達は寒さを忘れ、手作りのジャン

ボサfズの絵札を求めて元気いっ
ぱいグラウンドを駆け回りました．、

寮＼灘1腰流／ノ』

｝1』曲・鰭

宮城野・信夫の記念碑移転

　2目18日「碁太平記白石噺」な
どの歌舞伎で仇討ち話として有名

な孝女宮城野、信夫の記念碑が移

転され落成供養式が行われました、

式には川井市長や鈴木市観光協会

長ら関係者が列席し、仏式により

父の仇を討らた孝女妹のめい福を
ネ斤りました，

　　　　　　　　翻A、ローり動琴

休日急患当番医
月　日
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内 科

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

刈田病院（5）2145

広瀬医院（5〉0238
三浦クリニック（5）6854

加藤㈹医院（5）2001

卦夕 科

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

刈田病院（5）2145

加藤㈹医院（612653

堤医院（5〉1181

斎藤医院（5）1222

避
鋳
の
発
釜
し
功
、
す
い

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談（3月分）

相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　絞

補聴器
巡　　　回

サービス

婦入欄談

無料法津
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身
相
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10：00～

　11：00

10：00～

　15：00
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　15：00

10：〔）1）～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 」

f建康一一ヒンター

2階相談室

健康センター

2階相談室

自石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

6　，1ヅ， ノノの職業斡旋
　　｝1る方は、事前に矯祉協

、エ』一2】11〔内線148｝にこ運

健康保険、船員保険、

厚生年金など

よ休みます。

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

臼石市役所

4階会議室

白石市役所

第3会議室

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との間題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者精薄者の生

活、職業、結婚等
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